別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：交通対策費
	事業名:リニア中央新幹線建設対策推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　都市建築部　公共交通課　企画調査担当　電話番号：058-272-1111（内2734）

　　　　　　　　　　　E-mail：ｃ11134@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：　　1,600千円（前年度予算額：1,684千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　・超電導磁気浮上式リニアモーターカーによる中央新幹線の早期実現と県内停車駅の設置を目指し、関係市町村や経済団体等で組織する「リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟会」に対して負担金を支出する。

・沿線都府県など関係自治体及び団体との連絡調整、情報収集や、リニア中央新幹線の早期実現に向けた国への要望活動等に要する経費を支出する。
	２　所要経費


・リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟会負担金　８９７千円

・連絡調整費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０３千円
　（リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟会の概要）
    　会　長：岐阜県知事（事務局：公共交通課）　
      設　立：昭和53年1月18日
      目　的：リニア中央新幹線の県内ルートの中央本線沿い建設と県内停車駅設置
      会　員：中央新幹線に関係する県、市町村及び本会の趣旨に賛同する団体
（県選出国会議員・県議会議員・県・市町村（２１）・賛同団体（２０６））
　　　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　　「１０．未来の交流基盤整備プロジェクト」
　　Ⅱ　リニア中央新幹線の早期整備及び県内停車駅の設置促進と地域づくり

　　◆国及びＪＲ東海への働きかけの強化
· 　　　　　　　　　・リニア中央新幹線の早期整備及び県内停車駅の設置を目指し、県内２１市町村等　　　　　　　　　と構成する「リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟会」や沿線９都府県で
· 　　　　　　　　　　組織する「リニア中央エクスプレス建設促進期成同盟会」など、関係自治体・
· 　　　　　　　　　　団体と連携し、国及びＪＲ東海への働きかけを強化
	２　これまでの取組状況


「リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟会」では、リニア中央新幹線の早期実現、県内停車駅の設置等を決議し、ＪＲ東海、県選出国会議員に対する要望活動を行うとともに、県民の皆さんに対する広報・啓発活動を行った。

また、沿線９都府県で構成する「リニア中央新幹線建設促進期成同盟会」においても、沿線都府県とともに国等関係機関に要望活動、広報・啓発活動を行った。
　　
	３　これまでの取組に対する評価


「リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟会」において、リニア中央新幹線の早
期実現、県内停車駅の設置等に向け、ＪＲ東海、県選出国会議員等に対する要望活動を行った結果、リニア中央新幹線建設への機運が高まった。その結果、国土交通大臣による「整備計画」、「建設の指示」(H23.5)がなされるとともに、ＪＲ東海から、環境影響評価の一環として、中央新幹線（東京都・名古屋市間）計画段階環境配慮書が公表(H23.6)され、その中で、県内の概略のルート及び駅位置の候補地が明らかにされ、併せて、車両基地の県内設置の意向が表明されるなど、早期実現に向けて大きく前進することとなった。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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